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カワイグループの事業と会社の概要�
社名�

本社�

創立�

資本金�

売上高� 2001 2002 2003

2001 2002 2003

単独�億円�

億円�
573 575 540

連結� 765 736 693

従業員数�

名� 1,521 1,476 1,571

名� 2,959 2,894 2,878

カワイグループ� 連結子会社             28社�

持分法適用子会社     7社�

当社グループの主な事業�

楽器事業� 教育関連事業�
ピアノ､電子楽器､管・弦・打楽器､楽器付属品､楽器玩具の販売�
及び楽器調律・修理の役務提供業務�

音楽教室・体育教室の運営､教材販売・楽譜・音楽教育用�

ソフトの製造及び販売�

国内での販売�
全国直営店・デパート・販売代理店�

㈱ディアパソン 他4社�

海外での販売�
カワイアメリカコーポレーション�

カワイヨーロッパGmbH.�

カワイカナダミュージックLtd.�

カワイオーストラリアPTY.Ltd.�

河合貿易（上海）有限公司�

海外販売代理店及び商社�

楽器の調律・修理�

素材加工事業�

㈱河合楽器サービスセンター�

㈱ピアノリサイクル 他2社�

電子機器部品用材料、自動車部品用材料、防音室､音響�
部材の製造及び販売�
　金属異形圧延加工品の製造　カワイ精密金属㈱�
　自動車部品用材料の製造　　㈱カワイハイパーウッド�
　防音室・音響部材の販売　　河合楽器及び�
　　　　　　　　　　　　　　㈱カワイ音響システム�

楽器の保管・配送�
㈱カワイ流通サービス�

楽器の国内での製造�
㈱河合楽器製作所 舞阪工場�

㈱河合楽器製作所 竜洋工場�

メルヘン楽器㈱�

㈱ケーシーピー�

楽器の海外での製造�
カワイアメリカマニュファクチュアリングInc.�

ミディミュージックセンターInc.�

PT.カワイインドネシア�

カワイアジアマニュファクチュアリングSDN.BHD.

情報関連事業�
ＯＡ機器の販売修理及びソフトの販売、情報処理事務サービス事業�

その他事業�
金融関連事業､環境清掃用品の販売､保険代理店事業等�

㈱カワイアシスト�
カワイパックス㈱�
河合不動産㈱�

代表者�

単独�

連結�
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その他の事業�
3％�

情報関連�
事業�
8％�

素材加工事業�
10％�

教育関連事業�
30％�

楽器事業�
49％�

売上高�
693億円�

その他 2%
欧州 2%

北米�
   13%

日本　83%

億円� 百万円� 名�
売　上　高�

事業内容別売上高構成比� 所在地別売上高構成比�

経常利益� 従業員数�

売上高�
693億円�

他3社�
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内容�
・カワイグループにおける環境活動側面に加え2003年版からはコンプライアンス等�

　社会的側面を掲載してまいりましたが、本報告書では企業の社会的責任として今後も�

　継続記載することを約束しタイトルも「環境報告書」から「環境社会報告書」に変更�

　しました。なお経済側面につきましては概要を左頁に、経営計画等を「はじめに」の�

　中へ記載し、カワイのマネジメントへの取組みを報告しました。経済側面の詳細は�

　「有価証券報告書」をご参照願います。�

対象�
・お客様、お取引先、従業員、株主・投資家、地域住民・ＮＧＯ、行政・国際機関など�

　多様なステークホルダーの皆さまを対象としています。�

2004年版について�
・出来得る限り各項目ごとに方針（ポリシー）を記述し､皆さまにカワイの取組みを�

　わかりやすく伝えるように努めました。�

・関連資料は資料編にまとめました。�

・記載内容の信頼性確保のため下記のガイドラインを参考に致しました。�

　　・環境省｢環境報告書ガイドライン（2003）｣�

　　・環境省｢事業者の環境パフォーマンス指標ガイドライン2002｣�

　　・ＧＲＩ｢持続可能性報告のガイドライン2002｣�

　　・経産省「ステークホルダー重視による環境レポーティングガイドライン2001」�

・また客観性を高めるため第三者機関「テュフラインランドジャパン株式会社」に評�

　価を依頼し、第三者意見書を掲載しました。�

報告対象期間�
・2003年度（2003年４月～2004年3月）を主体としていますが、一部重要な事項�

　については2004年4月以降の最新情報も含んでいます。�

・集計方法の見直しなどにより既報データを一部修正し掲載した項目・数値があり�

　ます。�

報告対象組織�
・㈱河合楽器製作所　本社／舞阪工場／竜洋工場�

・メルヘン楽器㈱�

・㈱カワイハイパーウッド�

・カワイ精密金属㈱　本社・浜松工場／松本工場�

・㈱ケーシーピー�
�

報告書発行履歴と次回発行予定�

2003年度の活動の概要�

・環境報告書2001　　　　　　　　2001年12月�

・環境報告書2002　　　　　　　　2002年11月�

・環境報告書2003　　　　　　　　2003年10月�

・環境社会報告書2004　　　　　　2004年11月�

次回は2005年9月を予定しています�

目　　次�編集方針�

カワイの経営の理念、行動指針�

新中期経営改善計画�

コーポレートガバナンス�

◎はじめに�
カワイグループの事業と会社の概況� 1

編集方針/目次/2003年度活動の概要� 2

社長コミットメント� 3

経営計画� 4

コンプライアンスの推進� 5

◎環境報告�
カワイの環境への取組み� 6

地球環境憲章/カワイ環境方針�

カワイの環境推進組織�

環境経営�

2003年度の環境目標と実績� 7

環境マネジメントシステム� 8

法規制の遵守/環境教育� 9

環境会計� 10

製品・サービスにおける環境配慮�

研究・開発・設計段階� 11

   ＬＣＡ/グリーン調達�

製造・販売段階� 12

   環境汚染物質への配慮�

   化学物質への適正管理�

   ＰＣＢ廃棄物の保管�

輸送・使用・廃棄段階� 12

   リユース・リサイクル�

   容器包装リサイクル法�

環境パフォーマンス�

13環境影響収支�

環境負荷低減活動� 15

   地球温暖化防止への取組み�

   廃棄物削減への取組み�

◎社会性報告�
サイトでの取組例� 16

環境コミュニケーション�

◎資料編�

※㈱カワイウッドは2003年9月に木材関連業務を休止致しました。�
　三木の里カントリークラブは2003年8月に経営権を譲渡致しました。�

従業員との関係� 17

お客様との関係� 18

情報発信� 19

環境保護活動への参加� 20

環境負荷サイト別一覧� 21

カワイグループの歩み� 22

第三者意見� 23

2003年版アンケート結果� 25

2004年　アンケートのお願い� 26

2003年度の環境目標と達成度� 環境会計�

達成度� 関連ページ�

地球温暖化防止�

資源循環活用�

資源有効活用�

人材育成環境教育�

遵法�

経済効果（2002年との比較）�

グリーン調達�

リサイクル収入� 5,399 千円�

省エネルギー� 65,142 千円�

節水� 5,030 千円�

廃棄物処理費� -10,140 千円�

計� 65,431 千円�

項      目�

達成� おおむね達成� あと1歩�

環境保全コスト�

投資額� 283,475 千円�

費用� 210,329 千円�

総計� 493,804 千円�

環境保全効果（2002年補正値との比較）�

エネルギー投入量� -13 テラジュール�

水資源投入量� -114 千m3

化学物質取扱量� -14 ton

CO2排出量� -333 ton-CO2

廃棄物処理量� 887 ton

関連ページ�

7,15

10

7,15,16

7,13

7,8,9

7,8,9

7,11,16
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環境報告� 社会性報告� 資料編�

事業活動の原点は「音楽」にあることを確認しつつ「環境」をキーワードに�
創造性豊かな好感度企業をめざします。�

はじめに�

社長コミットメント�

積極果敢�

自己の向上�

挑　戦�

地球環境�
保護活動�

継続�

顧客指向性�
企業倫理�

新しい時代への対応�
持続社会�

カワイの原点は音楽�
社会貢献�

闊達な企業風土の創造�
社会的責任�

　創業以来私たちはより良い楽器づくりと音楽文化への貢献を目的として�
企業活動を続けてきた。�
　社会や産業の構造が大きく変化する中で、私たちがより幅広く人々の�
生活文化に貢献してゆくため、また新時代にむけて新しいカワイを創生�
させるため、ここに新経営の理念を制定するものである。�

快適で豊かな生活環境を創造します�

お客様の満足を第一に商品・サービスを提供します�

新しい時代に向かって企業活動を推進します�

社員を大切にし、明るい企業をめざします�

経営の理念�
創造性豊かな好感度企業を目ざして�

失敗を恐れずアグレッシブに行動しよう�

常に向上心を持ち自己研鑽に励もう�

豊かな創造性を発揮し、変化する時代に挑戦しよう�

自然との共生を大切にし、社会に役立つ活動を積極的に行おう�

音楽文化の担い手として、自信と誇りを持って行動しよう�

行動指針�
現状に満足せず、常に開拓者精神に燃えて�

経
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
方
向
性�

カ
ワ
イ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
活
動
の
根
底
を
な
す
も
の�

カワイの経営の理念・行動指針�

1996年 4月 1日制定�

取締役社長�

○社会貢献�
「快適で豊かな生活環境を創造します」�
　これは当社経営理念の第一の柱です。人々の豊かな暮らしに貢献す
る「楽器」づくりを通じて、当社は社会への貢献を果たしてきたと自負して
おります。事業活動の原点は「音楽」にあることを常に確認しつつ、楽器
づくりに始まり、音楽を楽しむ心を育てる教育事業を将来にわたって継続
していくとともに、さらにより幅広い事業分野において豊かな生活環境を提
供していくことを宣言します。�
　また、豊かな暮らしは、私たちを取り巻く地球環境の上に成り立っていま
す。当社は、その事業活動において環境負荷の低減をつねに考慮し、継
続していくことを約束します。それが「音楽」を事業の核に持つ文化創造
企業としての使命である、と考えています。�

�
○企業倫理�
「お客様の満足を第一に商品・サービスを提供します」�
　経営理念の二つめには、お客様のニーズを敏感に把握して、企画から
開発、製造、輸送、販売、アフターサービスにいたるまで、あらゆる段階でお
客様の満足を第一に考えることを謳っています。また、長年のピアノづくり
で培ったKAWAIブランドへのお客さまからの信頼をさらにゆるぎないもの
にするため、今期から企業倫理専門部署を設置し、コンプライアンスの推
進にもつとめています。企業活動を推進するにあたり法令などを遵守する
ことはもちろん、倫理規範に則って行動することで、社会的責任を果たし
ていきます。�

�
○持続可能な社会に向けて�
「新しい時代に向かって企業活動を推進します」�
　三つめの柱には、つねに新しい時代に向かって挑戦する企業姿勢を
表明しています。2002年のヨハネスブルクでの環境サミット以来、世界各
国で「持続可能な循環型社会の形成」に向けて、社会や企業が取り組み
を始めています。当社の地球環境問題への取り組みも10年以上になりま
すが、さらに総合的に継続発展することで環境の保全につとめていくため、
カワイ地球環境憲章ならびにカワイ環境方針を遵守します。インドネシアや
中国での生産や調達も増え、さらにグローバルに展開するカワイの企業活
動の中で、持続可能な発展を目指していきます。�

○社会的責任�
「社員を大切にし、明るい企業を目指します」�
　経営理念の締めくくりとして、闊達な企業風土を作り出すことを掲げて
います。すべての人 を々尊重し、のびのびと働きやすい環境を整えること
が明るい企業の実現につながります。�
�
当社は今、2007年3月期までの新中期経営計画の推進のさなかにありま
す。この計画は、経営体質をより強靭なものとするため、本業回帰を基本
軸に経営資源を有効再配分し、より高い収益性、健全性、透明性を目指
す経営体制確立のための改革とその実践を図る目的で策定したもので
す。計画達成のために私ども自身が変革しなくてはいけない面もありま
すが、地球環境問題への取り組みをはじめ継続発展させていくことが重
要な面もあります。�
　今回の報告書の情報の信頼性、取り組みについてテュフラインランド
ジャパン株式会社に評価を依頼しました。�
　今後とも皆様のご理解とご協力をいただけますよう、この環境報告書
がステークホルダーの皆様とのコミュニケーションの一助となれば幸いに
存じます。どうぞ忌憚のないご意見をお寄せくださいますようお願いいた
します。�
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資料編� 社会性報告� 環境報告� はじめに�

経営計画�

コーポレートガバナンスの状況�

新中期経営改善計画�
当社は2004年4月をスタートとする新中期経営改善計画を策定致しました。�

今回の経営計画は2004年3月で終了する経営改善計画に続き経営体質をより�

強靭なものとするため、本業回帰を基本軸に経営資源を有効再配分し、より�

高い収益性、健全性、透明性を目指す経営体制確立のための改革とその実践�

を図るものです。�

利益体質の�
確立�

財務体質の�
強化�

企業体質の�
改革�

　当社は、当社を取り巻くステークホルダーとしての株主･投資家の皆様やお客様を�
はじめ取引先、地域社会従業員等からの信頼を得ることを重視した事業活動を行う�
ため、株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人などの法律上の機能に加え、様々�
な方策により公正で透明性の高い経営体制の実現を目指しています。�

・監査役会：社外監査役2名を含む4名で構成�

・取締役会：7名で構成（社外取締役は0）�

・平成14年4月より執行役員制度を採用（現在10名）�

・企業倫理委員会及び企業倫理室は従業員の教育･啓蒙を�

　通じて全社のコンプライアンス意識の向上に努めています。�

1.計画期間�
2004年4月1日～2007年3月31日�

2.基本姿勢�
企業価値の拡大と恒常的利益体質の構築�

3.基本方針�

1 利益体質の確立�
主力の楽器事業及び教室事業における収益改善�
エリア主導の新販売体制へ転換し営業力を強化�
価値連鎖による実践型ビジネスモデルの構築�
ピアノ生産体制の集約再編による原価低減の徹底�

2 財務体質の強化�
資産圧縮及び有利子負債の削減促進�
キャッシュフロー経営の重視�

3 企業体質の改革�
人心の一新を図りチャレンジする企業風土の創造�
利益重視への政策転換�
実力､成果志向の新人事処遇制度の早期導入�
ＩＴの積極的活用による業務効率化と戦略的活用�

【レスナー】�
生徒情報をミュージックレディ、�
調律師、販売員等に紹介。音研会�
への加入促進。�

再生�
ピアノ�
取扱�

先生�
ご紹介�
します�

音楽教室�
入学�
受付中�
�

ピアノ�
調律�
承ります�

【店マネージャー】�
楽器販売、調律および地域内音楽教室の損益の責任者で、店舗構成�
メンバーのまとめ役。販売・調律・音教担当の誰かが兼務する。�
�
�
【調律師】�
外回りの調律活動、中古ピアノの再生、�
買換え情報・ホール情報入手、レスナー�
からの情報収集。�
�
�

【店頭レディ】�
新品・再生ピアノ店頭接客、音教受付、�
事務、調律予約取り、DM発送。�
�
�

【販売員】�
外商。調律師・講師・カワイレディ・�
レスナーからの情報で成契活動。�
教室開拓、生徒募集。�
�
�
【音教担当】�
地域内の音楽教室の運営管理。�
教室・コース開拓、生徒募集。�
イベント運営。�
�
�

【ミュージックレディ】�
レスナー訪問、楽譜配達、販売情報�
収集、イベント企画。�
�
�

【講師】�
レッスン、生徒募集。�
生徒の楽器購入促進。�
�
�

？�

株主総会�

新・直営店のイメージ�

会計監査人�

選任・解任� 選任・解任�
監査�

報告�

内部監査�

選任・解任�

常務会�

取締役会�

代表取締役社長�

業務執行�

担当取締役�

執行役員�

監査役会�

企業倫理委員会�

企業倫理室�

業務管理部�

新しいビジョンによる経営体質の強化と�
KAWAIブランドに対する信頼の維持を図ります 。�

コーポレートガバナンス�
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　社内通報制度を企業倫理ホットラインと呼んでいます。従業員の違法行為等が発覚した場合など上司への報告が基本ですが、不可能な時は組織�

をこえた通報先としてホットラインが適用されます。又、疑問に思うことなどの相談の為の窓口としても活用されます。ホットラインは通報者の�

プライバシーとその立場を守るように運用し、「カワイ倫理規範」「倫理行動規準」が正しく実践されることを、補完しています。�

社長コミットメント�

　私は新時代にむけて新しいカワイを創生させるため、1996年4月に新しい経営の理念を制定いたしました。�
経営の理念の中で�
『お客様の満足を第一に商品・サービスを提供します』�
『新しい時代に向かって企業活動を推進します』　　　　　と謳っております。�
すなわちお客様の満足度を常に考え、カワイブランドに対する信頼の維持を図り、新時代の社会の要請などに沿った企業活動を推進していく�
というものです。�
　2002年10月には社員ひとりひとりが企業社会人として、社会的良識をもって行動するための基本となる「カワイ倫理規範」「倫理行動規準」�
を制定いたしました。�
　カワイグループの企業倫理の遵守を第一に高い倫理観と常識をもって行動し、「社会からの信頼」に応え、カワイブランドに対する信頼�
を損なわないようにすることが必要であると認識しております。�
このようなことを踏まえ、私は、今回ここに業務の遂行にあたり、役員以下カワイグループ全社員に率先して当社のもつ社会的責任を自覚し、�
あらゆる場面において 「カワイ倫理規範」 を遵守し、 「倫理行動規準」 の精神に則って行動することを誓います。�

倫理規範、倫理行動規準の制定�

　カワイでは役員、従業員の１人ひとりが�

企業社会人として社会的良識をもって行�

動するための基本となる「カワイ倫理規�

範」及び「倫理行動規準｣を2002年10月�

に制定致しました。ポケット版として社�

員全員に配布し、常に携行し､疑問点があ�

れば行動の規準・判断として使用してい�

ます。�

�

�

この規範は､企業倫理に関し日常業務の遂行において�
遵守すべき事項を定めるものとする。�
当社の役員および従業員は､当社の持つ社会的責任を�
自覚し､あらゆる企業活動の場面において国内外を�
問わず､この規範を遵守しなければならない。�

1. 法令､社内規定の遵守�
2. 社会的良識に基づく行動の励行�
3. 会社の信用、名誉の保持�
4. 基本的人権の尊重�
5. 利害関係者との公正、透明な関係の確立�
6. トップダウンによる違反事例の解決と規範の周知�

当社の役員及び従業員は「カワイ倫理規範」に基づいて�
定められた以下の行動基準を遵守し､日常業務を誠実に�
遂行する。�
1. 総論､業務全般�
法令､規程違反行為の禁止�
正確な業務記録と迅速な報告�
私的濫用の禁止/人格の尊重/セクハラ�

2. 一般社会との関係�
寄付/政治/反社会的行為/環境保全�

3. 顧客､取引先､競争会社等との関係�
顧客満足度/自由競争･公正取引/取引方針�

4. 株主･投資家との関係�
企業情報の発信/インサイダー取引の禁止�

5. 会社財産･会社情報の管理�
会社財産の管理/適正使用/秘密情報/知的財産権�

倫理規範、倫理行動規準の主な内容�

カワイ倫理規範�

倫理行動規準�

企業倫理委員会 �
　2004年4月より当社のコンプライアンス向上の中心組織として、社外�

からの弁護士も含めた『企業倫理委員会』が編成され、専門部署として�

『企業倫理室』が設置されました。コンプライアンスに関する基本方針、�

取組み事項の決定、社内通報制度（企業倫理ホットライン）の維持管理等、�

カワイのコンプライアンスを推進しています。�

�

社内通報制度(企業倫理ホットライン)

違法行為等の情報・相談�
結果の�
フィードバック�

※通報者は不利益な�
　扱いを受けません�

調査の為実名を原則�

調　査�

関�
係�
部�

指示�
報告� 署�

懲戒処分の�

(支社・工場)

検討を要請�
違法中止の�

(部・会社)

勧告・命令�

人 

事 

担 

当 

部 

門�

企業倫理室長 経由�
企業倫理委員長 宛�

企業倫理委員会�

郵送文書�

企　業　倫　理　室�

調　査　チ　ー　ム�

非開示�非開示�

環境報告� 社会性報告� 資料編�

企業に課せられた最も基本的な社会責任であるコンプライアンスを徹底し�
社会からの信頼に応える企業をめざします。�

はじめに�

コンプライアンスの推進�

社員教育用冊子　倫理規範の手引き�
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地球環境憲章� カワイ環境方針�
　カワイはすばらしい地球環境を後世に伝えるためには、総合的かつ�

継続的な取り組みが必要であると認識しています。世界の良き企業市民�

として環境の保全に努めつつ、人と地球にやさしい優れた商品を通じて�

社会からの信頼と共感の道を進むために「地球環境憲章」を1994年に�

制定致しました。�

　河合楽器地球環境委員会はこの「地球環境憲章」を受け「環境方針」�

を制定しています。�

今年度は方針の中に《有益な環境側面の発掘》《地球温暖化防止》《資源�

循環活用》《資源有効活用》《グリーン調達》等の文言を明文化しました。�

http://www.kawai.co.jp/kankyo/
http://www.kawai.co.jp/company/earth_env.html

カワイの環境推進組織�
　環境経営を推進する組織として、1994年に環境担当役員を委員長と�

する地球環境委員会を設置し、環境保全に関する全社環境方針や目的・�

目標を設定し活動しています。�

毎年環境月間の6月には各サイトの昨年度実績及び当年度の目標を報告�

する全体会議を開催しており、2003年度も6月5日の『環境の日』に�

実施致しました。�

社　長�

地球環境委員会�
委員長：環境担当役員�

事務局：生産統括部 環境推進室�

内部環境監査チーム�

本社サイト環境組織�

舞阪工場　環境組織�

竜洋工場　環境組織�

メルヘン楽器　環境組織�

ハイパ－ウッド　環境組織�

KSK　環境組織�

KCP　環境組織�

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会�

廃
棄
物
部
会�

環
境
法
規
制
部
会�

グ
リ
ー
ン
調
達
部
会�

エ
コ
デ
ザ
イ
ン
部
会�

環
境
情
報
部
会�

M
S
運
用�

ISO14001

ISO14001

ISO14001

ISO9001

環
境
会
計�

温
暖
化
防
止�

廃
棄
物
削
減�

化
学
物
質
管
理�

グ
リ
ー
ン
調
達�

◎� ◎� ◎� ◎�

◎� ◎� ◎� ◎� ◎�

◎� ◎� ◎� ◎� ◎�

◎� ◎� ◎� ◎�

◎� ◎� ◎� ◎� ◎�

◎� ◎� ◎� ◎� ◎�

◎�

○�

○�

○� ◎� ◎� ◎� ◎�

   

地球環境委員会の様子�

環境報告�社会性報告�資料編� はじめに�

カワイ地球環境憲章を根底に環境方針に基づいて�
オールカワイの推進組織により環境保全活動を展開します。�

カワイの環境への取組�
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環境報告� 社会性報告� 資料編�はじめに�

環境経営�

運用23項目のうち20項目にて満足のいく結果となりました。�
残る項目についても続けて達成できるよう努力します。�

2003年度の環境目標と実績  および次年度目標�

次年度� 報告書�

基準年�目的年� 目標� 実績� 達成率� 評価� 目標� 関連頁�

2003

地球温暖化防止� 1 ＊�

＊�

＊�

エネルギー原単位を6%減� 2000 2003 -6% -13% 208% -2%

2 電力量原単位を6%減� 2000 2003 -6% -19% 310% -2%

電力量を絶対値比16%削減� 2000 2003 -16% -29% 184% -5%

3 エネルギーCO2排出量を30%削減� 2000 2003 -30% -21% 70% -5%

4 物流輸送に伴うCO2排出量を20%削減� 2000 2003 -20% -57% 285% -5%

2 再資源化比率を60%以上とする� 2000 2003 60% 71% 119% 運用�

資源有効活用 1 水使用量を20%減� 2000 2003 -20% -35% 173% -5%

2 化学物質使用量を10%減� 2000 2003 -10% -18% 185% -10%

人材育成�環境教育� 内部監査員ブラッシュアップ教育� 22名� 26名� 118%

95%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%
100%

100%

階層別環境教育� 100% 95% 100%

法定資格者の2倍育成� 100% 100% 100%

遵法� 環境法規制への対応� 100% 100% 100%

罰金科料件数ゼロ件� 0件� 0件� 0件�

地域貢献� 地域イベントへの参加� 100% 100% 100%

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ� 環境工場見学の受け入れ（竜洋工場）� 300人� 270人� 90%

98%

300人�

近隣からの訴訟･苦情� 0件� 0件� 0件�

環境配慮製品� LCA評価による環境配慮設計� 100% 98% 100%

環境影響物質の削減� 鉛削減� 2002 鍵盤鉛�縦型ピアノ�

無鉛半田� 無鉛半田�

取引率15%

電子ピアノ�

鍵盤鉛�

グリーン調達� GPNガイドラインの活用� 2002 100% 100% 100%
カワイガイドラインの開示�

サプライチェーンマネジメント�

2003 作成� 開示� 運用�

2000 2003 -10% -16% 164% -3%廃棄物（埋立･焼却）排出量を絶対値比10%削減�

資源循環活用 1 2000 2003 -10% -12% 123% -3%

7

7

13

13,15

14

7,13

13

12

8

9

9

8

11

12

11

11

11

13

7廃棄物（埋立焼却）原単位を10%削減�

項　　　目� 目的 （目的年までに下記の項を達成する）�

カワイの環境指標� 基準年� 前年� 当年度�
単位� 2000 2002 2003 基準年比�[%] 前年比�[%]

GJ/百万円�

GJ/百万円�

kg/百万円�

kg/百万円�

87.5%

81.4%

87.7%

487.9%

91.8%

87.4%

113.8%

305.4%

3.01

2.77

7.72

3.44

25.1%

2.87

2.58

5.95

5.49

50.8%

2.64

2.26

6.77

16.77

71.1%

原単位：売上高100万円に対する指標�

廃棄物(リサイクル)原単位�

再資源化率�

エネルギー原単位�

電力量原単位�

廃棄物(埋立･焼却)原単位�

達成� おおむね達成� あと1歩�

　2003年度は環境３ケ年計画の目的年でした。運用23項目のうち20項目につきましては満足できる結果となりましたが残る3項目についてはあと�

一歩の状況で終わりました。今後もインフラ整備等を計画しておりますので、次年度以降も更なる負荷の低減、有益な側面の増加を目的目標に加え�

る様見直しを図ります。�

＊　修正した項目（原単位ベースを生産高から売上高に変更しました。）�
　　次年度目標は2003年を基準年とした中期計画の初年度目標値です。�

9

20

20

8

11,16
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ISO14001認証取得状況� 環境監査�
　世界一のピアノづくりを進めるカワイは「美しい音は美しい環境から�

しか生まれない」と信じています。20年前、竜洋工場の建設に当り敷地�

を緑地化し「森の中の緑の工房」をめざしたのもこうした信念があった�

からなのです。�

かけがえのない地球の環境問題を、社員一人ひとりが身近なところから�

考える。その思想と想いは私たちのつくるピアノの音にきっと表われる。�

そんな確信のもとにカワイは全社をあげて環境保全に取り組んでいます。�

　カワイでは環境マネジメントシステムを環境経営の基本的なしくみ�

と位置付け、楽器製造事業部門の早期取得をめざしました。97年に�

グランドピアノ製造の竜洋工場が楽器業界で世界初のISO14001を�

取得したのを初め、アップライトの舞阪工場、電子楽器製造のメルヘン�

楽器㈱と続けて取得し、グループが一体となった継続的な環境パフォー�

マンスの改善活動を推進しています。�

　今後は品質マネジメントシステムのISO9001とともに環境及び品質�

を守る仕組みの維持向上に努めます。�

　当社ではISO14001規格で要求されている継続的改善のスパイラルを�
回すため、定期的に「外部審査」「内部環境監査」を実施しています。�

＜外部審査＞�
認証取得サイトでは、認証機関により毎年のサーベィランス審査、�
３年毎の更新審査でシステムが有効に機能しているかが審査されます。�
2003年度は下記の日程で実施されました。�

重：重大な不適合／軽：軽微な不適合／観：不適合以外の観察事項�

　指摘事項に対し全て是正処置を完了し、かつ他部門への展開を図る�

など継続的改善に努めています。�

ISO14001

取得年月�

カワイ竜洋工場� 1997/9

カワイ舞阪工場� 1998/9

メルヘン楽器㈱� 1999/10

外部審査状況（メルヘン楽器）�

指摘事項の例�
環境内部監査員のブラッシュアップ教育について環境システム�
職務一覧表に記述されていますが、具体的な実施方法の定めが�
ありません。�

森の中の緑の工房�
竜洋工場� 是正処置�

環境リスクマネジメント�

環境マニュアル4.4.2項 訓練､自覚及び能力の中に内部監査員の�
ブラッシュアップの項目を追加し、実施方法を明確にします。�

　環境リスクを防止するため、カワイは法律で定められた基準よりも�
さらに厳しい自主管理基準を設けています。また起こりうる事故を想�
定した緊急事態対応訓練も定期的に実施しています。� ＜内部環境監査＞�

　各サイトでは、年1回以上の頻度で内部環境監査を実施しています。�

システム上や運用上の問題点を抽出し不具合の点を是正しています。�

内部監査では、悪い点だけでなく各サイトでの良い点を他部門にも�

広げるよう、水平展開にも重点をおき環境マネジメントシステムの�

継続的改善を図っています。�

　2003年度の実施状況は下記のとおりです。�

緊急事態対応作業書の例    （舞阪工場）�

地震時等の破損による油の流出を想定して現場で定期テスト�
を実施しています。緊急資材の配備状況、流出防止側溝シャッ�
ターが機能しているか等の検証や緊急時連絡体制に不具合が�
ないか、など手順書の見直しも行います。�

内部環境監査員の養成/ブラッシュアップ教育�

　カワイでは、内部監査の精度の向上のために内部環境監査員の養成�

を、また内部監査員の能力向上のためブラッシュアップ（レベルアップ）�

教育を実施しています。現在までに新たに4名を監査員として追加登�

録し、三サイトで26名となりました。�

2003年度の事故等�
　2003年度の環境に関する法規制値の逸脱、事故､苦情はありません。�
また訴訟･罰金･科料もありませんでした。�
（補：2001、2002年度も同様にありませんでした。）�

生産サイト�

審査年月� 審査の種類� 評価� 重� 軽� 観�
カワイ竜洋工場� 2003/8 3回目更新審査� 適合� 0 2 2
カワイ舞阪工場� 2003/7 2年次サーベィランス� 向上� 0 0 3
メルヘン楽器㈱� 2003/9 1年次サーベィランス� 向上� 0 1 2

生産サイト�

審査年月� 評価� 重� 軽� 観�

カワイ竜洋工場� 2003/7 向上� 0 1 10

カワイ舞阪工場� 2004/2 向上� 0 1 6

メルヘン楽器㈱� 2003/8 向上� 0 0 5

生産サイト�

環境報告�社会性報告�資料編� はじめに�

環境マネジメントシステムをカワイの環境経営の基本的なしくみと位置付け�
楽器製造事業部門での早期取得をめざしました。�

環境経営� 環境マネジメントシステム�
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環境教育�
　カワイでは環境経営実現のためには、教育が不可欠と考え、グループ�
員の環境教育･啓発に努めています。�
ISO取得工場ではEMSに基づいた全員教育、各種専門教育を実施し�
継続的改善を進めています。�
2003年度はカワイ音楽学園の生徒達にも授業の一環として環境教育を�
実施し「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育に関する法律」�
にも対応致しました。教育には各種のテキスト、プレゼンシートを用�
いていますが、環境報告書もメインのテキストとして活用し社員の環�
境意識の向上に役立てています。�

2003年度の主な教育の内容�

新入社員教育� 新入社員�

ISO14001 自覚4項目等� ISO取得工場全員�

ピアノ部門管理者他�

｢環境について考えよう｣� 役員､従業員､音楽学園生徒�

内部環境監査員養成� 内部環境監査員予定者�

ブラッシュアップ教育� 内部環境監査員�

各種環境専門教育� ISO取得工場担当者及び関連者�

｢グリーン調達とは｣� 購買部門(部品･原材料、文具類)

取引先�

一�
般�
教�
育�

専�
門�

教�
育�

ISO9001:2000 規格要求事項�

教育の内容� 対象者�

環境報告� 社会性報告� 資料編�はじめに�

環境経営� 法規制の遵守・環境教育�

環境法規制等のコンプライアンスと環境教育は�
環境経営実現の第１歩と認識しています。�

全員教育� 管理者教育�

音楽学園生徒�
　　授業･教育�

ブラッシュ�
アップ�

環境法規制 遵守状況�
当社に関する主な環境法規制を下表に示します。遵法への対応状況は内部監査で確認しています。�

関連頁�

大気汚染防止法�

ダイオキシン類対策特別措置法� ダイオキシン類の排出基準� ボイラー、焼却炉の休止�

ばい煙発生施設の設置届出� ボイラー等の設置届出済み�
ばいじん､NＯxの排出基準� 自主管理基準値以下�

静岡県条例� 粉じん特定施設の設置届出� 吹付塗装設備等の設置届出済み�

排水基準値の適用� 自主管理基準値以下�
水質汚濁防止法� 特定施設の設置届出� 塩素系溶剤による洗浄施設の設置届出済み�

浄化槽法� 水質検査/保守点検/定期検査� 基準値以下/実施済み�

騒音規制法� 特定施設の設置届出� 空気圧縮機等の設置届出済み�
規制基準値の適用� 自主管理基準値以下�

振動規制法� 特定施設の設置届出� 空気圧縮機等の設置届出済み�
規制基準値の適用� 自主管理基準値以下�

悪臭防止法� 規制基準値の適用� 自主管理基準値以下�

特定工場における公害防止組織の�
　　　　　　　　　　整備に関する法律   

公害防止管理者の選任/届出� 該当工場にて届出済み�

工場立地法� 特定工場の新設･変更の届出� 該当工場にて届出済み�

廃棄物の処理及び清掃に関する法律� 委託業者との契約の締結�

産業廃棄物管理票� マニフェストの管理･報告書�

PCB廃棄物の保管状況の報告�

特定化学物質の管理� 該当工場にて実施中�
排出量の把握及び届出�

再商品化義務量の把握� 紙製及びプラスチック製の�
　　　　　　　　　容器包装量の把握�

識別表示の義務化� 識別マークの表示�

分別解体と再資源化等の義務付け� 該当工場にて実施�

土壌汚染対策法� 特定有害化学物質を使用する特定施設がある�
工場に対し、施設廃止時に土壌汚染調査を実施�

義務はないが自主的に土壌汚染調査を�
　　　　　　　　　　　　　　　実施�

特定化学物質の環境への排出量の把握�

及び管理の改善の促進に関する法律   �
　　　　　　　　　　　　　（PRTR法）�

トルエン等の排出･移動量を報告済み�

産業廃棄物の運搬と処分の資格業者への委託�

ポリ塩化ビフェニル(PCB)の適正な�
　　　　処理の促進に関する特別措置法�

PCB廃棄物の確実かつ適正な処理の確保�

環 境 法 令 � 法 の 要 求 事 項 � 遵 守 状 況 �

大�

気�

水�

質�

騒�
音�

振�
動�

悪�
臭�

組�
織�
等�

廃�
棄�
物�
・�
化�
学�
物�
質�

建設工事に係る資材の再資源化等�
に関する法律（建設リサイクル法）�

リ�
サ�
イ�
ク�
ル�

土�
壌�

容器包装に係る分別収集及び�

10

13

12

12

12再商品化の促進等に関する法律 �
 （容器包装リサイクル法）�
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　カワイでは環境会計を、環境経営の定量的指標のものさしとして捉え、�

2000年度から環境省のガイドラインに基づいて集計を始めました。�

2003年度も昨年と同様の基準､対象範囲としましたが一部インフラの�

整備により対象から外れたサイトがあります。�

　当社の環境会計はまだ発展途上であり、保全コスト効果の把握･集計�
にとどまっていますが、指標化･活用化を図り、環境経営に役立てて�
いきます。�

参考書� 環境省環境会計ガイドライン 他�

対象サイト� カワイグループ国内７サイト�

対象期間� 2003年4月～2004年3月�環境保全コスト�

　投資額283百万円、費用額210百万円となりました。カワイグループ�

設備投資総額（1,378百万円）に占める環境への割合は21％、研究開発費�

総額（850百万円）における環境研究開発コストの割合は11％でした。�

また、保全コストの総計は494百万円で前年に較べ154百万円増加し�

ました。  ダイオキシン対策を伴うボイラー解体費や浜名湖花博への�

協賛など例年と異なる投資項目がありました。�

削減効果�

実質経済効果�

'02補正値＝2002年度負荷×2003年度売上高／2002年度売上高(環境省)

単位� 2002 '02補正値� 2003 削減量�
INPUT

エネルギー投入量�テラジュール�

水資源投入量� 千m3

化学物質取扱量� ton
OUTPUT

CO2排出量� ton-CO2
製造段階�ton-CO2
流通段階�ton-CO2

廃棄物処理量� ton

231
415
165

11,385
10,588
797
942

218
391
155

10,725
9974
751
887

204
277
141

10,392
9,673
719
1,774

13
114
14

333
301
32
-887

内            容� 単位� 2001 2002 2003 前年比�
リサイクルによる事業収入� 千円�

エネルギー料金� 千円�

用水料金� 千円�

廃棄物処理費� 千円�

22,000
431,027
15,790
29,053

49,021
431,633
18,256
36,574

54,420
366,491
13,226
46,714

5,399
65,142
5,030
-10,140

[単位：千円]  

2003年度の事例� 投資額� 費用� 投資額� 費用� 投資額� 費用�
事業エリア内コスト�

公害防止コスト� 浄化槽維持管理等公害防止に掛けたコスト� 19,110 3,729 22,069 147 15,608

地球環境保全コスト�今年度はボイラーの解体費が大半を占めました� 703 644 813 1,806 61,000 225

資源循環コスト� 廃棄物のリサイクル･処分のコスト� 2,625 96,037 98,637 63,496

上 ･下流コスト� ピアノのリサイクル､グリーン調達� 74,941 65,876 67,306

管理活動コスト� EMSの運用費､環境測定費用等� 335 48,774 39,862 48,790

研究開発コスト� RoHS&WEEE対応他の研究開発費� 57,000 19,582 87,000 11,713 90,364 7,286

社会活動コスト� 浜名湖花博への協賛等がありました� 8,842 8,667 131,964 7,618

環境損傷対応コスト� 当年度もありませんでした� 0 0 0

計� 60,663 267,930 91,542 248,630 283,475 210,329

投資額と費用の総計� 328,593 340,172 493,804

2001 2002 2003

分        類�

環境報告�社会性報告�資料編� はじめに�

環境経営�

環境会計は環境経営のものさしとして捉えています。�
2003年度の環境保全コストは4億9千4百万円でした。�

浜名湖花博への協賛の例�
　　　　　休憩所の協賛�

ダイオキシン対策に基づく�
　　　　　ボイラー、煙突解体の状況�

環境会計�

環境保全効果�

※�

　効果量は前年補正値と比較しています。�

環境保全効果は負荷発生量の防止や抑制代替品への転換といった活動

を項目ごとに集計したものです。2003年度はインフラの整備もあり

エネルギー投入量、水資源投入量は大幅な削減が図れましたが、いま

までサーマルリサイクルしていた木屑がボイラーの廃止 に伴い廃棄物

化したため、その処理量が増えています。�

廃棄物処理量1,774トンの内木屑は878トンあり、増えた廃棄物の大�

半は木屑でした。またこの木屑は業者に委託し100％再資源化してい

ます。�

実質経済効果は右表のとおりです。省エネルギー等により前年比7千

5百万円余の効果がありましたが、廃棄物処理費は1千万円増加致し�

ました。�

※詳細は15ページを参照願います。�
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お客様    

ＬＣＡ評価�

研究・開発・設計�

グリーン調達�
鉛フリー化�

製造・販売� 輸送� 使用� 廃棄�

リデュース・リユース・リサイクルの配慮�

（株）ピアノリサイクル�
（株）カワイ�
流通�
サービス�

商品企画�

製
品
設
計�

　
　
　
管
理
標
準�

�

ＬＣＡ�
　当社では、研究段階から廃棄にいたるまでの製品の全ライフサイクル�
において、製品が環境に与える負荷を定量価し、総合的に環境影響評価�
を実施しています。�
評価項目は消費エネルギー、資源枯渇、地球温暖化、酸性化、富栄養化�
の5項目です。右表はグランドピアノ ＲＸ－２ＧのＬＣＡデータです。�
ライフサイクルステージ全体にわたっての消費エネルギー量は16,100�
メガジュールで、CO2の排出量は1,010 kgです。�

グリーン調達�
　カワイでは調達・購入にあたり地球環境委員会環境方針に基づき、�
必要な資源の調達・購入に際しては、より環境負荷の少ない材料・部品・�
製品を優先的に調達・購入する『グリーン調達』にグループ全体で積�
極的に取り組んでいます。�
グリーン購入法やグリーン購入ネットワーク（ＧＰＮ）の基本原則に準じ�
グリーン調達を推進し、環境負荷を総合的に低減し、地球環境の保全�
と循環型社会構築に積極的かつ継続的に貢献するよう活動しています。�

カワイグリーン調達ガイドライン�

調達基準の共通事項を次のように定めています�

http://www.kawai.co.jp/kankyo/pdf/guideline/kg_20040130.pdf
またサプライヤー選定時の配慮事項も次のよう定め購買部門でお取引先�
に対し対応をお願いしています�

研究･開発･設計�

グランドピアノ ＲＸ-2Ｇ    のLCAデータ�
使用� 輸送� 合計�

入出力項目� 単位� 素材� 製品�

MJ 4,760 11,300 0 44.8 16,105

消費�
　負荷�

資源�
　枯渇�

エネルギー�（原油）� kg 94.8 214 0.996 310.2
資源枯渇�（鉄鉱石）�kg 2,227 2,227

環境排出�
　　負荷�

大気へ�温暖化�（CO2）� kg 313 693.0 3 1,009.2

酸性化�（SO2）� kg 0.418 1.486 0.038 1.942
水域へ�富栄養化�（リン酸塩）�kg 0.011 0.011

製造�

消費エネルギー�

ライフサイクルステージ�

  グリーン調達の基本方針や適用範囲、調達�
基準、サプライヤーに対する配慮事項などを�
定めています。�
   またこのガイドラインに基づいて文具類等�
の調達ガイドラインも別に策定されています。�

文具類のグリーン調達品を社内展示し､環境へ�
の負荷の少ないものを選んで買うよう活動を�
進めています。�
　　　　　　　　　　　　　（メルヘン楽器）�

ライフサイクルにおける環境配慮設計がされていること。�

下記の環境に配慮した取組がなされていること�

          環境汚染物質への配慮/省資源/省エネルギー�

          天然資源への配慮/長期使用性/リユース可能性�

          リサイクル可能性/再生材料等の利用�

          処理処分の容易性�

環境マネジメントシステムを構築し運用していること�

省資源､省エネ､化学物質管理､グリーン購入等への取組�

梱包材についても環境配慮していること�

環境情報を積極的に公開していること�

環境報告� 社会性報告� 資料編�はじめに�

ライフサイクル全体を踏まえた環境配慮型製品の提供をめざします。�
ＬＣＡ､グリーン調達､脱鉛などに配慮し製品のグリーン化を進めます。�

製品･サービスにおける環境配慮�

カワイ地球環境委員会�

  カワイは調達・購入にあたり地球環境委員会環境方針に基づき、必要な資源の調達・購入に�
際してはより環境負荷の少ない材料・部品・製品を優先的に調達・購入する『グリーン調達』�
にグループ全体で積極的に取り組みます。�
　グリーン購入法やグリーン購入ネットワーク（ＧＰＮ）の「基本原則」に準じグリーン調達�
を推進し環境負荷を総合的に低減し、地球環境の保全と循環型社会構築に積極的かつ継続的に�
貢献します。�

カワイ グリーン調達ガイドライン�

１ グリーン調達の基本方針�
!�調達の必要性を十分に考慮し、�

"�品質や価格に加え環境に配慮し環境負荷ができるだけ少ない製品やサービスを、�

#�環境負荷の低減に努める事業者から優先的に調達する。�

2 適用範囲�
・事務所用品、部品、原材料、設備などカワイグループが調達する全ての物品・サービス。�

○ 事務所等で使用する一般品（用紙、文具、コンピュータ等機器類､作業着、印刷物等）�

○ カワイ製品（OEM含む）に用いる部品・原材料（梱包材、付属品等を含む）�

○ サービス 等（通信、その他の役務）�

3 グリーン調達基準�

1) 共通事項�

・法律、関係団体の基準、社内基準 (製品設計管理標準等）などがある場合はそれを遵守する。�

・必要性の考慮：調達する前にその必要性を十分に考慮すること。�

・ライフサイクルにおける環境配慮設計がされていること。�

材料・部品・製品の資源採取から廃棄へ至るまでの段階で、下記の環境に配慮した取組が�
なされていること。�

○�環境汚染物質への配慮�環境や人の健康に被害を与えるような物質を含まずかつ排出しないこと�
○�省資源� 小型化、軽量化等 使用材料の減量がされていること�
○�省エネルギー� 消費電力の低減等エネルギーの消費が少ないこと�
○�天然資源への配慮� 再生可能な天然資源は持続可能に利用していること�
○�長期使用性� 部品の交換､詰め替え等により長期間の使用が可能であること�
○�リユース可能性� 再使用可能設計、使用済み製品の回収システム等があること�
○�リサイクル可能性� リサイクルがし易い素材を用いている等、リサイクルが可能なこと�
○�再生材料等の利用� 再生材料や再使用された部品を多く用いていること�
○�処理処分の容易性� 廃棄されるときに有害物を出さない等、処理や処分が容易なこと�

2) 個別事項�
・特定の商品に適用する基準は別に定め、これに適合する商品を認定品とする。�

特定商品の例：用紙､文具､コンピュータ等機器類､作業着､印刷物  など�

3) 取引先選定時の配慮事項�

・環境保全活動に積極的に取り組んでいる事業者を選定評価する。�
○�環境マネジメントシステム(ＥＭＳの種別は問わない)を構築し運用していること�
○�省資源､省エネ､化学物質等の管理･削減､グリーン購入、廃棄物の削減等に取組んでいること�
○�梱包材についても製品同様の環境配慮に取組んでいる事業者であること�
○�環境情報を積極的に公開していること�

4 運用における留意点�
・調達目的物や製造・販売事業者に関する情報については積極的に入手する。�
・特定商品については認定品を優先調達する。�
事業者や認定品の情報はグループ内で共有し開示することにより、グリーン調達の適切な運用に�
活用する。�
・調達基準は常に見直し、必要に応じて改訂する。�

環境汚染物質への配慮�
　欧州のWEEE/RoHS指令など電気電子機器に使用する有害な化学物質�

の規制がグローバル化する中、カワイではワーキンググループを立上げ�

RoHS指令への対応を2005年6月末までに完了するよう活動中です。�

RoHS指令（有害物質の使用禁止指令）�

2006年7月からEU加盟国では電気電子製品等へ鉛、水銀カドミウム、�
六価クロム、臭素系難燃剤の使用が原則的に禁止されます。�

製造･ 販売�

研究・開発・設計�

RX-2G�
この製品はピアノメーカーでは�
世界で初めてISO14001を取得�
したカワイ竜洋工場で製造して�
います�

下の図は鍵盤錘やハンマー�
ウェイトの改善例です。�

電気電子楽器への対応例�
鍵盤錘用鉛の代替・無鉛ハンダへの代替�

�
ハンマー� ハンマーウェイト�木製積層鍵盤� カウンターウェイト�

AWAグランドプロ�

RoHS指令においてアコースティックピアノは今

のところ対象外ですが、UPについては一部の

器種では鉛から鉄に変更しました。GPにつきま

してはいつでも対応できるよう鉛の代替材料を

検討しています。（特許出願中）�
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製品･サービスにおける環境配慮�

輸送･使用･廃棄 

製造･販売、輸送･使用･廃棄  段階�

また､電子ピアノや電子オルガンの外装化粧材には塩素樹脂を含む塩化�

ビニルシートが使われていましたが、焼却時にダイオキシンを発生する�

恐れがあることからカワイでは1999年から外装化粧材には塩ビシート�

を全廃し、安全なオレフィン系の化粧シートに切り替えました。�

化学物質への適正管理�

PRTR対象物質� [ton]

　カワイではPRTR法に基づき各サイト毎にPRTR法対象物質の排出・�

移動量を算出し、報告しています。�

　2003年度は前年度に較べ取扱量で24ton、排出量で9ton削減でき�

ました。大気への排出は28%でその大部分は塗料成分のトルエンが占めて�

います。移動量は37.5%ありますが、内再資源化されたものが30.2%�

あります。製品化され消費したものは34.5%でポリエステル塗料から�

のスチレンです。�

　今後も対象物質を含まない塗料への代替、塗装方法の改善など化学物質�

の排出を抑える努力を続けます。�

PRTR法�
Pollutant Release and Transfer Register の略�
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律�

ＰＣＢ廃棄物の保管�
　ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法�

（PCB特措法）に基づき保管状況等届出書を県知事宛提出しています。�

現在対象となる高圧コンデンサ31台を7サイトで保管しています。静岡県�

で保管されている高圧コンデンサなどは愛知県・岐阜県・三重県のもの�

とともに豊田市のPCB処理施設（平成17年9月から始動）に持ち込まれ、�

化学的に分解して無害化し処分される予定です。�

リサイクル･リユース�
　循環型事業として㈱ピアノリサイクルを98年に設置し、現在は㈱カワイ�

サービスセンターリサイクル部が、お客様のニーズにこたえています。�

当社では熟練の技術者の手で古いピアノをリユースできるようにしてい�

ます。塗装から組み立て、調律までと見た目はもちろんメカニックの�

修理も施して、古いピアノがまるで新品のように生まれかわります。�

今では弾く人もいなくなった思い出のピアノ、使わなくなったピアノを�

思い出とともに再生し、お客様に満足していただいています。�

容器包装リサイクル法�

　2000年4月に容器包装リサイクル法が施行され、当社においては紙�

製及びプラスチック製の容器並びに包装にリサイクル義務が課せられ�

ました。�

　（財）日本容器包装リサイクル協会と毎年リサイクル委託契約を結び再�

商品化の義務を果しています。�

　2003年度の再商品化義務量は4,182 kg委託金額は254千円でした。�

当社の主製品である鍵盤楽器はお客様先まで搬送し、据付けることが�

殆んどのため再商品化の義務を負う容器や包装材はごくわずかであり、�

表に掲げた容器･包装材の多くは直営店で用いるショッピング袋やポリ�

袋などです。�

　当年度は容器の軽量化や今までポリ製だけであったショップ用袋に�

紙製を新設するなどの施策により量の削減化が図れました。�

軽量化� ショップ用ポリ袋    21.0 g/枚 → 16.0 g/枚 

新設� ショップ用    紙袋                 → 11.0 g/枚�
改善例�

㈱カワイサービスセンターリサイクル部 　0120-319-648

輸送･使用･廃棄 

排出量� 消費�
No. 2002 2003 大気�廃棄物�再資源�製品使用�

63 キシレン� 8.7 7.1 7.1
145 ジクロロメタン� 2.5 2.3 0.1 2.1
177 スチレン� 79.0 63.0 5.4 8.9 48.7

200 41.7 42.7 2.1 40.6
227 トルエン� 33.5 26.3 24.9 1.4

合計� 165.4 141.4 39.6 10.3 42.7 48.7

100.0% 28.0% 7.3% 30.2% 34.5%

移動量�

テトラクロロエチレン�

第1種指定化学物質� 取扱量�

本社でのPCB保管の状況�

容器包装リサイクル法における識別表示の例�

単位�使用実績�回収量�再商品化�使用実績�回収量�再商品化�

紙製容器� kg/年�13,503 237 973 11,404 236 941
紙製包装� kg/年� 502 27 11 445 21 12

プラスチック製容器�kg/年� 5,245 184 2,102 4,670 226 2,342
プラスチック製包装�kg/年� 5,762 2,550 818 5,147 2,287 887

kg/年�25,012 2,998 3,904 21,666 2,770 4,182
委託金額� 円� 246,716 254,014

容器包装の種類�

合計�

2002 2003

2003年度リユース率：99.9％�
2004年度 目標�

解体ピアノ部品活用�
生地艶出し仕上の塗色変更�
顧客からの声 等情報収集記録及び活用�
検査表に基づく検査の実施�

木質系材料には低ホルムアル
デヒド使用の材料を使っていま
す。また化粧シートはオレフィン系
の化粧シートを使用しています。�
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環境報告� 社会性報告� 資料編�はじめに�

環境パフォーマンス� 環境影響収支�

カワイグループは、企業活動が環境に及ぼす影響を認識しています。�
事業が環境に与える負荷を数値で把握することが活動の第一歩。�

OUTPUT

単位� 2001 2002 2003 基準年比� 前年比�

CO2排出量� ton-CO2
化学物質� ton
廃棄物� ton

産業廃棄物� ton
焼却埋立� ton

再資源化� ton

13,464

1,320
1,320
1,017

303

一般廃棄物� ton

12,240
58
990
856
608

248

134

9,547
51
894
832
484

348

62

10,588
62
942
937
458

479

5

9,673
50

1,774
1,770
508

1,262

4

21.0%
13.8%
-79.2%
-106.8%
16.4%

-408.9%

97.0%

8.6%
19.4%
-88.3%
-88.9%
-10.9%

-163.5%

20.0%

削減率�

INPUT

単位� 1990（参考）� 2000（基準年）�

1990（参考）� 2000（基準年）�

2001 2002 2003 基準年比� 前年比�

電気� GJ
燃料� GJ

水� 千m3

235,040
44,162

4,327
化学物質� ton

234,898
31,248

454
173

182,860
25,671

392
137

197,599
33,363

415
165

165,887
38,382

277
141

29.4%
-22.8%

38.9%
18.5%

16.0%
-15.0%

33.3%
14.5%

削減率�

｢温室効果ガス排出量算定方法検討会報告書｣等に基づき下記の二酸化炭素�

排出係数を使用しました。�

        電力: 0.375kg-CO2/kWh�

        燃料:  重　油 2.77  kg-CO2/l�

                 L P G 6.27 kg-CO2/m3�

                 灯　油 2.51 kg-CO2/l�

                 軽　油 2.64 kg-CO2/l�

                 ガソリン 2.31 kg-CO2/l

廃棄物処理に伴う排出係数は下記の値を使用しました。�

        埋立:                   0.0034 kg-CO2/kg�

        焼却:                   2.64    kg-CO2/kg�

        再資源化: 金属屑   0.2833 kg-CO2/kg�

                      廃油等   0.0879 kg-CO2/kg�

                      廃プラ   0.0879 kg-CO2/kg�

        一般廃棄物:  0.88    kg-CO2/kg

各種エネルギーの発熱量は｢エネルギー･経済統計要覧｣  （日本エネルギー�

経済研究所編）の数値等を参考に以下の換算係数を算出し使用致しました。�

    電力: 9.002 MJ/kWh�

    燃料: A重油 39.1 MJ/l�

            LPG 25.1MJ/m�

            灯油 36.7 MJ/l�

            軽油 38.2 MJ/l�

            ガソリン 34.6 MJ/l

3�
�

電気�
燃料�
水�

化学物質�

工場、本社などで使用する電力会社からの購入電力�

A重油、LPG、灯油、軽油、ガソリン（車両燃料用含む）�

井水、水道水、工業用水�

PRTR対象物質�

産業廃棄物�
焼却埋立�

再資源化�

一般廃棄物�

電気、燃料、水の使用及び廃棄物の処理に伴って発生する二酸化炭素�

産業廃棄物と一般廃棄物の総和�

事業活動に伴って生じた廃棄物のうち廃掃法で定める廃棄物�

再資源化できなかった廃棄物�

サーマルリサイクル等再使用、再利用した廃棄物�

事業活動に伴って生じた廃棄物のうち上記以外の廃棄物�

調達� 製造� １次輸送�

＊グリーン調達を�
　進めています�

CO2排出量�
廃棄物�
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CO2排出量�
１次輸送�
２次輸送�

物流輸送に伴う二酸化炭素排出量�

工場から全国の集積倉庫まで10トントラック使用、ピアノ混載�

集積倉庫から顧客先まで2トントラック、距離20km、ピアノ1台納品�

Shop
お客さま�

廃棄�
・�

リユース�
・�

リサイクル�

基準年の2000年に較べ電気29.4%、水は38.9%削減できたものの燃料は22.8%の増加となりました。�

これはダイオキシン対策のため、今まで木屑を燃料としていたボイラーや焼却炉の見直しに伴い燃料転換を余儀なくされたためA重油使用量が増加した�

ことなどが要因です。�

　また工場統廃合などインフラの整備により前年値（2002年度）に較べ電気 16.0% 、水は33.3%の削減が図れました。化石燃料の削減を今後の活動の�

重要ポイントとして捉えていきます。�

エネルギー投入量�

0

100,000

200,000

300,000

1990 2000 2001 2002 2003

燃料�

電気�

用水使用量�

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

1990 2000 2001 2002 2003

水� 化学物質投入量�

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

1990 2000 2001 2002 2003

化学物質�

輸送に伴うCO2換算係数は下記の値を使用しました。�

        1次: 0.775 ton-CO2/万トンキロ�

        2次: 1.69 ton-CO2/万トンキロ�

       列車: 0.21 ton-CO2/万トンキロ�

CO2排出量�

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

1990 2000 2001 2002 2003

CO2排出量�

廃棄物排出量�
0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

1990 2000 2001 2002 2003

焼却埋立�

再資源化�

一般廃棄物�

化学物質排出量�

0

10

20

30

40

50

60

70

1990 2000 2001 2002 2003

化学物質�

単位� 1990（参考）� 2000（基準年）� 2001 2002 2003 基準年比� 前年比�
CO2排出量� ton-CO2

輸送 計�
１次輸送� 万トンキロ�

万トンキロ�

２次輸送� 万トンキロ�

1,682

2,067
1,979
88

893

1,933
1,851
82

797

1,716
1,642
74

719

1,550
1,482
68

57.3%

25.0%
25.1%
22.7%

9.8%

9.7%
9.7%
8.1%

削減率�

CO2の排出量は9,673ton-CO2で、基準年比21.0％、前年比8.6%の削減ができました。�

Ａ重油量の増加があったものの電力量の削減効果がでています。廃棄物の増加量の大半は木屑です。�

販売� 使用�２次輸送�

廃棄物排出量�

( 単位：GJ ) ( 単位：千m3 ) ( 単位：ton )

( 単位：ton-CO2 ) ( 単位：ton ) ( 単位：ton )

OUTPUT
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環境パフォーマンス� 環境負荷低減活動�

地球温暖化対策や廃棄物の削減を環境経営の重点項目と位置付けています。�

ブリケットマシンの設備�

地球温暖化防止への取組�
　カワイでは地球温暖化対策を環境経営の重点項目と位置付け、工場�

や事務所のエネルギー使用によるCO2の排出削減や物流によるCO2の�

排出削減を目的 ･目標に掲げ活動しています。�

　目的年の2003年度は当初の目的である30％削減を目標値に各種施策�

を実施してまいりましたが、結果至らず9,673 ton-CO2の排出、21％�

の削減に留まりました（前年に較べますと915トン、9%減となっていま�

す）。しかしながら京都議定書による基準年の1990年度は13,464トン�

を排出していましたので当年度は1990年度に対し28％削減できていま�

すので、議定書に定めた6％削減については大幅に達成していることに�

なります。�
2003年度の主な実施事項� 2004年度の主な施策�
・カワイウッドの閉鎖によるインフラの整備� ・空調稼働時間の見直し�
・小形ボイラーのマルチ化による効率運転� ・A重油使用機器の効率運転�

流通における温暖化対策�
　2003年度の国内輸送量は1,550万トンキロ（内モーダルシフトによる�

列車輸送は987万トンキロ）で基準年比25％、前年比10％の削減となり�

ました。この要因は効果的な積載方法の実施やコンテナ積込みにおける�

梱包箱サイズの適正化などがあります。�

　CO2排出量に換算しますと�

　　719ton-CO2となり、基準年比57%、963ton-CO2の削減が図れました。�

　�

輸送手段は大型トラックが主体ですが、600kmを超える長距離輸送に�

は、モーダルシフトによる列車コンテナや効果的なバン積みによる輸送�

（主に輸出品の国内搬送）も活用し負荷の低減を図っています。また｢物流�

ルートの見直し｣｢物流費の削減｣等による輸送効率を高める施策を、今後�

も続けていきます。�

一部計算方法の見直しにより前年報告値と異なります�

2003年度の主な実施事項�
・エコドライブセルフチェックの実施�
・モーダルシフトの徹底�

2004年度の主な施策�
・業務用トラックの燃費改善活動�

廃棄物削減と再資源化�
　廃棄物の削減と徹底した分別回収による再資源化を図ることが重要な�

使命と認識し活動しています。�

昨年度は、ダイオキシン類対策特別措置法の構造基準を適合させるには�

多額を用する旧式の木屑ボイラーや、焼却炉をやむを得ず廃止したため、�

今まで燃料としてサーマルリサイクルされていた木屑や木粉が廃棄物扱い�

となったため廃棄物排出量が大幅に増加しました。（焼却炉やボイラー�

におけるダイオキシン類の測定値は十分に規制数値をクリアしていまし�

たので撤去してしまったことはバイオマスのエネルギー源利用という点�

からは残念なことでした。）�

　しかしながら企業努力により木屑等は全て再資源化（製紙原料、ボード�

原料、燃料用 他）しておりその比率も71%と目標値の60%を大幅に越える�

ことができました。�
2003年度の主な実施事項�
・木紛固形化装置：ブリケットマシンの設置（竜洋工場）�
　おが屑の体積を1/3に圧縮し排出しています�

CO2排出量削減 目標と実績�
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環境報告�社会性報告�資料編� はじめに�

環境パフォーマンス� サイトでの取組例�

カワイ舞阪工場で取り組んでいる環境パフォーマンスの�
向上のための計画を報告します。�

パフォーマンスの向上�
　カワイ環境方針でも謳いましたように環境負荷の低減のみでなく、有益な側面を発掘し推進することを目標に設定し各サイトではパフォーマンス�

の向上を図っています。カワイグループの舞阪工場における環境マネジメント中期計画書をご紹介します。工場独自の文言･ルールがありますので�

意味不明の個所があるかとは思いますが、ご了承願います。�

＊2003年の実績を基準として2006年を目的年としています。�
　具体的な手段につきましては一部を紹介しました。�

舞阪工場  環境マネジメント中期計画書�

環境配慮設計� 製品� UP鍵盤鉛廃止器種の比率向上� 技術� 比率を20％に拡大� 30% 40%

比率を40％に拡大� 10% 治工具類の整備施策により輸出�
器種を中心に計35器種まで拡大�
GP器種への拡大�

防音ルーム�防音ルームの設計･施行に伴う� 音響� 10％削減� 15% 20%
廃棄物削減 削減率20％� 設計の見直し�

パネルサイズの共通化�

製品リユース� 使用済み� 使用済みピアノの再生促進� リサイクル� 再生率 96％� 96% 97%

ピアノ� 再生率 97％� 99.9% 解体ピアノ部品の活用�
生地艶出し仕上の塗色変更�

顧客からの声等情報の活用�
検査表に基づく検査の実施�

グリーン調達� 購買� ｢カワイグリーン調達基準」に� 購買� 取引率15％� 30% 50%

沿った事業所との取引  50％� 現状調査及び啓蒙活動�
担当者教育�

取引先との情報交換�
ＥＭＳ取得支援活動�

化学物質低減� 塗料� 環境対応型塗料への転換促進� 塗装� 3種類を転換� 計5種類� 計7種類�
転換対象塗料 7種類� 塗料メーカーからの情報収集�

技術部との打合せ�
溶剤系で試行､ライン化�

と3Ｒ�

廃棄物の抑制� 落し材� 落し材の削減及び有効活用� 木工� 歩留向上 55％、再利用率向上 23％� 58%,27% 60%,30%

総合歩留の向上  60％� 発生状況調査�
再利用比率向上  30％� 出庫寸法の見直し�

再生品への分別の拡大�
落し材の有効活用� 部品� 35％削減� 38％� 40％�

廃棄量を全体で40％削減� 15% 出庫寸法の見直し�
再商品化(造形チップ)

加工不良の削減�

廃棄物� 産業廃棄物の資源化率向上� 総括� 資源化率85％� 86％� 87％�
資源化率を87％に向上� 80.6% 各方面からの情報収集�

廃プラの資源化検討�
フェルト屑の資源化�

廃棄物抑制� 海外からの�海外調達部材の品質向上� 品質保証� 10％削減� 20% 30%
調達部材� 不良率の30％削減� 現状把握�

海外業者への環境啓蒙�

製品� 検査直し件数の削減による� 仕上� 5％削減� 7% 10%

環境負荷の低減� 現状把握､原因追求､対策実施�
直し件数 10％削減� 調整不良削減�

温暖化防止� 軽油� 業務用トラックからの環境負荷� 流通� 3.5％削減� 7% 10.5%

の低減� 130 kl エコドライブセルフチェック�
燃料総使用量の削減 10.5％� 車両別燃料表の掲示�

燃費ボーダーライン設定�
コンテナ輸送率アップ�

モーダルシフト推進�

環境方針� 環境側面� 目　　的� 推進部門�
2003�
実 績�

2005�
目 標�

2006�
目 的�

2004  目標�
具体的手段�
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人を活かす�

環境報告� 社会性報告� 資料編�はじめに�

社員を大切にし、明るい企業をめざします。�

従業員との関係�
人事制度� メンタルヘルス�
　カワイは生産から販売まで幅広い業務を行っています。そこで働く�

従業員一人一人が｢やりがい｣をもって、｢能力｣を発揮できるシステムを�

創り上げる事が｢人事｣の役割と考えています。そのためには、社員の�

適正・能力・業務成果を、�

　　　○公正に評価し　（評価制度：人事考課など）�

　　　○適正に処遇し　（処遇制度：給与・異動など）�

　　　○的確に育成する（教育研修制度）�

ことを基本においています。�

そして、人事制度を個々の制度として捉えず、「人事」の３つの機能を�

連動させる事により、人事サイクルとして円滑に機能する職場環境を�

目指しています。�

　カワイでは、厚生労働省が策定した｢事業場における労働者の心の健康�

づくりのための指針｣に基づき、４つのケア（「セルフケア」「ライン�

によるケア」「事業場内産業保健スタッフによるケア」「事業場外資源�

によるケア」）を継続的かつ計画的に、実施しています。�

　　○社内イントラネットを使ったメンタルヘルス情報の提供�

　　○管理者へのメンタルヘルス研修�

　　○産業医・保健師による個別相談�

などを実施して、全社レベルでメンタルヘルス対策に取り組んでいます。�

産業医によるメンタルヘルスセミナー�

防災対策�
　防災月間の9月、各事業所で防災訓練が行われました。東海地震の恐れ�

が指摘されてから相当の年月が経ち防災意識が薄れがちの面も見られ�

ますが､国の対応も変わり常に意識を高めています。�

　　　　　　「災害が起きてからの非難」�

　　　　　　　　　　　　から�

　　　「起きる前に行動を起こし被害を最小に」�

ここで重要なことは上司と部下のコミュニケーションでありそれを行う�

人事サイクルの中心となる制度が目標管理制度と自己申告制度です。�

目標管理制度･自己申告制度�
　従業員の活力を最大限に発揮してもらうため、会社は明確な方針を示し�

全員のベクトルを合わせることが必要です。目標管理制度は半年毎に業務�

に関する話し合いを行い､具体的な目標をお互い確認しあう場です。�

また自己申告制度とは現在担当している業務に対して従業員の希望や�

勤務地などについてコミュニケーションし、一人ひとりのキャリア開�

発に役立てています。�

〈夕方に帰宅訓練〉�

　この大規模地震対策の国の基本計画修正を受けて、カワイでも2003年�

の訓練は「注意情報」レベルにあたる「判定会招集連絡報」の情報入手�

時に早めて行いました。この段階では交通機関なども機能していること�

を想定して訓練は終業時間の30分前に時間を設定。情報を入手した段階�

から被害を最小にするための事前対策を行い、避難場所に集合した上で�

帰宅の途につく訓練としました。例年とは勝手が違い戸惑う面もみられ�

ましたが、この訓練で皆一様に意識を新たにしていました。�

各種休暇制度�
　カワイには年次有給休暇のほか各種の休暇制度があります。又育児や�

介護などの休業制度も充実しています。�

カワイ本社� メルヘン�

全従業員に「安否確認カード」を配布�

　災害は、いつ、どこで起こるかわかりません。外出中に災害が発生�

したとき通信網の混乱で安否が確認できないことも考えられます。�

そのような場合に効果的なのが｢災害用伝言ダイヤル｣です。安否を伝え�

るメッセージを入れておけば電話回線を通じてどこからでも聞くこと�

ができ、もちろん家族同士の確認にも使えます。カワイでは全従業員�

にこの伝言ダイヤルの使い方を示した「安否確認カード」を配布しま�

した。カードサイズなのでサイフなどに入れて常に携行し､いざという�

時に備えています。�

　�

休暇の種類�
リフレッシュ休暇� 勤続年毎に連続5日の休暇が付与されます�
メモリアル休暇� 従業員の誕生日に付与される特別休暇�

ＨＰ休暇� ヘルスプロモーション（健康増進）のために年1回�
付与される特別休暇。任意の日に取得できます。�

積立休暇� 時効消滅する年次有給休暇の2分の1が付与され、�
年々累積加算されます。（最高50日）ボランティア�
活動や自己啓発、介護に使います。�

休暇の内容�

人を活かす�
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環境報告�社会性報告�資料編� はじめに�

お客様の満足を第一に商品･サービスを提供します。�

お客様との関係�
ホームページＩＲサイトの充実� 社会貢献活動�

　さらに広く、より深く音楽文化を醸成するために、カワイは楽器メー�

カーとして優れたハードづくりを探求するとともに音楽文化の育成やレ�

ベルアップといったソフトに関する活動を長年続けています。音楽から�

生まれる感動をさらに多くの人へ、より深く伝えたい･････カワイの熱き�

想いは様々な音楽シーンで着実に実を結んでいます。�

◎文化･芸術への貢献�

http://www.kawai.co.jp/ir/

　ステークホルダーの皆様にカワイの経営戦略や財務内容を開示し適�

切な企業価値へと結びつける活動（IR）の手段としてホームページに�

ＩＲサイトを開示しています。新着情報のほか財務データをトレンド�

でまとめた｢財務データ｣や「決算公告」「決算情報」「事業報告書」�

「株式情報」などを主な内容としています。�

品質に対する取組�

◎カワイＱＳＳ�
　お客様との相談窓口をカワイＱＳＳ（Quick Service Station）と�

名づけ、誠実な対応と迅速な対応を行うべく1971年よりその組織を発足さ�

せ活動しています。�

カワイＱＳＳ組織は楽器事業本部業務室に本部を置き各支社に支部を�

配置しカワイのお客様相談窓口としての役割を果しています。�

お客様からの苦情対応、相談の受付、関係行政機関各種消費者団体と�

の対応や、ＰＬ法など消費者関連法規に対し怠ることのないように活�

動しています。 

◎教育･教室としての貢献�

 連絡先：ＱＳＳ事務局 TEL：053－457－1311

◎株式会社河合楽器サービスセンター�

楽器事業本部 販売推進室  053－457－1321

連絡先：�

楽器事業本部 音楽教育室  053－457－1322

 連絡先：カワイサービスセンター 053－457－1331 体育事業部   業務運営課   053－457－1283

カワイ音楽振興会� 日本フーゴー･ヴォルフ協会�

カワイコンサート� 名古屋フィルハーモニー交響楽団�

日本ショパン協会� 日本シマノフスキー協会�
など�

カワイ音楽教室� カワイミュージックスクール�

カワイこども英語教室� カワイ音楽学園�

カワイ絵画造形教室� カワイピアノテクニカルセンター�

カワイ体育教室� など�

お客様のピアノの主治医“調律師”の技術集団�
　「ピアノは生きています」というと驚かれるでしょうが、ピアノには

木材・羊毛・皮革など多くの天然素材が使われています。これらの材料

はとても敏感で、温度や湿度の影響をまともに受けてしまうのです。また

ピアノの大部分を占める木材は常に呼吸をしている、まさに“生命体”

なのです。そしてピアノほどデリケートなメカニズムを持つ楽器は他に

無いとまで言われています。そこで私達が健康管理をするようにピアノ

にも“調律”という名のメディカ

ルチェックが必要なのです。全国

にネットワークを持つ「河合楽器

サービスセンター」は世界で唯一

の調律専門会社で、ピアノづくり

に長い歴史と実績を持つカワイの

直営です。また調律師たちは「カ

ワイテクニカルセンター」での厳

しい訓練を受けた技術者で、ピア

ノの主治医として、ピアノを常に

ベストコンディションに保つため

のケアをしています。�

●カワイ音楽振興会�

●カワイ音楽教室�

日本の音楽文化の普及と向上を目指して1963年に設立。海外の著名な
演奏家、教育指導者を数多く招聘し、リサイタルを開催するほか、公
開講座、個人レッ
スン、講演会など
多彩な催しを企画
実施している。�

1956年発足。全国各地に8,200余の教室があり､34万人を超える生徒が
通っています。年齢やレベルに合わせて多彩なコースが設定され、音
楽の基礎能力を身に付ける導入過程からプロをめざす専門過程まで系
統的なレッスンが受けられます。�
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環境報告� 社会性報告� 資料編�はじめに�

環境コミュニケーション�環境コミュニケーション� 情報発信�

情報発信� ホームページでの開示�
　ステークホルダーの皆様に、カワイの環境等への取組みの内容や環境�

パフォーマンスの成果、環境への配慮などを広く知っていただくため、�

環境報告書の継続的発行やインターネットによる情報の開示等を始め�

として、地域にお住まいの皆様方、NPO･NGOの方々とのより良い信�

頼関係の確保、双方向のコミュニケーションの拡大に努めます。�

　カワイのホームページでは製品情報､会社情報等と同様､トップページから�

「環境への取り組み」に進んでいただけます。�

http://www.kawai.co.jp/

環境報告書の継続的発行�
　カワイでは2001年より毎年、環境報告書を発行しています。2003年�

度からは社会性側面についても記載し多くの皆様に持続可能な社会の実�

現に向けたカワイの活動を知っていただくよう情報提供を続けます。�

http://www.kawai.co.jp/kankyo/

　地球環境憲章、環境方針を始めとし過去の環境報告書やISO14001認証�

取得事業所など今報告書に掲載できなかった内容や詳細データをご覧いた�

だけます。�

◎ステークホルダーの皆様への説明会�
カワイの環境報告書の作成意図は？想定する読者層は？報告書の�

内容は？問題点は？ 等々を報告しご理解を深めていただきました。�

タイプⅢ環境ラベルの開示�

http://www.kawai.co.jp/kankyo/pdf/type3/kawai_type3.pdf

多くの皆様方とのコミュニケーションを大事にします。�
より良い信頼関係の確保に努めます。�

環境報告書2001 環境報告書2003

環境報告書2002

　環境推進部門を始め、各サイト、関係会社などで保有する環境情報を従業�

員がアクセスできるカワイのイントラネット「情報ネットワークWebly Go」�

にて共有しています。これにより最近の環境法規制の動向、負荷低減活動�

の状況などさまざまな情報を得たり､環境教育を受けたりすることができ�

ます。�

社内イントラネット環境情報�

製品サービス�
生産活動�
社会貢献�

環境教育�
エコプロダクツ�

カワイ�

従業員�

よりよい信頼�
関係の確保�

地域住民・NGO

環境格付�
エコファンド�

株主・投資家�

遵法�
規格の認定�

行政・国際機関�

グリーン購入、�
調達�

消費者・取引先�

　カワイでは製品環境情報の開示の手段として国際的な環境ラベル方式�

「タイプⅢ型」を2001年に社団法人産業環境管理協会の定めたJEMAI�

プログラムに沿った情報で開示しました。現在は楽器業界においてワー�

キンググループが発足した段階でいつでも参画できる体制を整えております。�
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環境報告�社会性報告�資料編� はじめに�

環境コミュニケーション�環境コミュニケーション� 地域活動への参画�

環境保護活動への参加�
　各サイトそれぞれにおいて、地域活動へ参画しています。環境方針に即した活動を展開することにより、多くのステークホルダーの皆様との�

コミュニケーションを図っています。�

　舞阪工場の環境方針の一節に「･････、隣接する旧東海道の松並木や�

浜名湖の景観に育まれた町“舞阪町”の自然環境保護に貢献します」と�

あります。�

　「浜名湖クリーン作戦」が2003.6.1に実施されました。浜名湖沿岸�

市町村にとって6月の環境月間の定番行事として恒例化しています。�

　本社でも2003.10.18「小さな親切」運動に参画し、日本三大砂丘の一つ�

である中田島砂丘の清掃奉仕を行いました。当日は雨にもかかわらず多�

くの参加者があり活動が盛り上がりました。�

今年度は波打ち際まで清掃し、�

浜名湖花博に訪れる県外の方々�

にも浜名湖のすばらしさを満喫�

してもらおうと張りきっての活�

動でした�

メルヘン楽器の環境方針�

　2004.2.7には「小さな親切」運動に参画しました。この活動は旧東�

海道松並木のクリーン作戦として、毎年参加しており今年度も多くの�

有志が寒さを堪えてガンバリました。�

　メルヘン楽器ではこの環境方針に基づき各種の環境保全活動に積極的�

に参加しており地域の人々とのコミュニケーションを図っています。�

　従前より毎月実施している�

地域環境活動の拡大版として�

環境月間には多くの参加者を�

得て工場周辺の美化活動を実�

施しました。また恒例となり�

ました森町勤労者協議会主催�

の太田川クリーンキャンペー�

ンにも多数の従業員が率先し�

て参加しました。�

舞阪工場� 本　社�

メルヘン楽器�

竜洋工場�

旧東海道松並木�
舞阪町指定文化財�

上 2枚の写真は工場�
周辺美化活動　6月�

左の新聞記事は太田�
川の清掃奉仕　8月�

日付� 団体名� 人数�

2003.4.18 （社）日本電線工業会大阪支部� 40
2003.5.15 静岡県立天竜林業高等学校� 41
2003.6.06 日本ガイシ㈱安全協力会� 68
2003.7.10 中部インダストリアルエンジニアリング協会� 40
2003.7.28 静岡県立浜松西高等学校� 21
2003.12.3 静岡県立浜松西高等学校中等部� 18
2004.1.14 舞阪町消費生活グループ� 10
2004.2.13 AOTS横浜研修センター� 32

計� 8団体  270

　地域の学校の環境教育の一環としてなど、竜洋工場では多くの工場�

見学者を受け入れています。2001年度はその数も800人を超える盛況�

さでありましたが、環境ブームも一段落となった今年度は、環境に特化�

した見学は8団体 270名でした。その他の目的を含め、見学者総数は�

5,000人余でした。�

江戸幕府が1604年に街道の両側に�
松や杉を植えさせたことに始まる。�
1712年には道の両側に1,420本の�
松が植えられていた。現在700ｍに�
わたって大小340本の松並木が続い�
ている。�
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資料編�社会性報告�環境報告�はじめに�

報告書対象組織における環境負荷のトレンドを報告します。�
京都議定書基準年の1990年の負荷も記載しました。�

環境負荷サイト別一覧�

1990 2000 2001 2002 2003 削減率� 1990 2000 2001 2002 2003 削減率�
基準年比� 基準年比�

竜洋工場� 静岡県磐田郡竜洋町� メルヘン楽器株式会社� 静岡県周智郡森町�

●従業員数� 246名� ●事業内容�

参考� 基準年� 参考� 基準年�

グランドピアノ製造� ●従業員数� 69名� ●事業内容� 電子楽器製造�

●敷地面積�168,218 m2 ●敷地面積�11,583 m2

電気� GJ 27,829 26,176 23,171 25,390 30,860 -17.9% 3,534 3,185 3,082 3,205 2,931 8.0%

燃料� GJ 3,906 3,375 3,192 3,618 12,982 -284.6% 514 217.5 205.7 219.3 145.3 33.2%

水� 千m3 1,568 32.8 35.7 42.5 33.4 -1.8%

ＣＯ2排出量�ton-CO2 1,618.4 1,334.4 1,183.0 1,300.2 2,213.6 -65.9% 182.5 151.3 145.0 151.7 133.7 11.6%

廃棄物� ton

電気� GJ

燃料� GJ

水� 千m3

ＣＯ2排出量�ton-CO2

廃棄物� ton

電気� GJ

燃料� GJ

水� 千m3

ＣＯ2排出量�ton-CO2

廃棄物� ton

電気� GJ

燃料� GJ

水� 千m3

ＣＯ2排出量�ton-CO2

廃棄物� ton

電気� GJ

燃料� GJ

水� 千m3

ＣＯ2排出量�ton-CO2

廃棄物� ton

電気� GJ

燃料� GJ

水� 千m3

ＣＯ2排出量�ton-CO2

廃棄物� ton

電気� GJ

燃料� GJ

水� 千m3

ＣＯ2排出量�ton-CO2

廃棄物� ton

電気� GJ

燃料� GJ

水� 千m3

ＣＯ2排出量�ton-CO2

廃棄物� ton

電気� GJ

燃料� GJ

水� 千m3

ＣＯ2排出量�ton-CO2

廃棄物� ton

電気� GJ

燃料� GJ

水� 千m3

ＣＯ2排出量�ton-CO2

廃棄物� ton

98.3 88.7 70.7 73.5 379.4 -327.9% 7.31 52.6 69.0 84.4 75.5 -43.7%

舞阪工場� 静岡県浜名郡舞阪町� ＫＳＫ浜松� 静岡県浜松市�

●従業員数� 295名� ●事業内容� アップライトピアノ製造� ●従業員数� 52名� ●事業内容� 金属部品製造�

●敷地面積�114,150 m2 ●敷地面積�26,817 m2

63,652 46,180 40,414 41,785 41,624 9.9% 31,783 20,867 24,749 26,418 16.9%

24,426 10,985 9,740 11,636 11,219 -2.1% 143.1 98.2 112.8 154.5 -8.0%

1,762 70.9 61.7 44.9 52.4 26.1% 46.4 27.5 66.1 21.7 53.3%

4,746.6 2,803.4 2,414.8 2,583.3 2,602.8 7.2% 1,390.5 925.4 1,056.1 1,111.4 20.1%

441.0 261.3 260.4 272.7 944.4 -261.4% 198.0 123.0 122.5 96.3 51.4%

㈱カワイハイパーウッド� 静岡県浜松市� ＫＳＫ松本� 長野県松本市�

●従業員数� 68名� ●事業内容� 自動車内装部品製造� ●従業員数� 84名� ●事業内容� 金属部品製造�

●敷地面積�15,103 m2 ●敷地面積�14,612 m2

13,348 7,526 9,021 9,233 9,775 -29.9% 51,518 50,961 26,385 36,878 32,243 36.7%

358 3,916 3,618 4,242 3,992 -1.9% 6,820 7,558 4,889 8,587 6,133 18.9%

28.6 6.24 6.79 9.62 11.4 -82.7% 42.1 100.4 77.8 87.4 91.4 9.0%

1,176.6 617.8 701.6 745.1 694.8 -12.5% 2,559.9 2,585.0 1,407.7 2,084.8 1,726.7 33.2%

250.6 80.0 143.9 151.1 108.2 -35.3% 107.8 47.8 70.8 69.4 35.6%

㈱ケーシーピー� 静岡県浜松市� 本社� 静岡県浜松市�

●従業員数� 15名� ●事業内容� 楽器金属部品製造� ●本社従業員数�477名� ●事業内容� 事務､研究開発�

●敷地面積�1,650 m2 ●敷地面積�6,784 m2

4,152 8,556 6,195 5,872 3,035 64.5% 9,831 9,680 9,594 9,104 7.4%

646 693 436 438 439 36.7% 1,894 1,487 1,649 1,290 31.9%

1.45 1.08 0.64 0.56 0.39 63.9% 11.6 11.4 11.3 11.9 -2.6%

233.8 440.1 288.2 281.1 154.4 64.9% 615.2 562.2 542.2 494.0 19.7%

26.5 63.2 15.3 20.8 5.06 92.0% 44.6 45.2 44.2 42.6 4.6%

㈱カワイウッド� 静岡県浜名郡新居町� 三木の里ＣＣ� 静岡県周智郡森町�

●従業員数� 名� ●事業内容� 楽器木工部品製造� ●従業員数� 名� ●事業内容� ゴルフ場�

●敷地面積�80,936 m2 ●操業�2003.09 まで� ●敷地面積�1,351,108 m2 ●操業�2003.07 まで�

39,106 41,402 35,499 32,633 7,410 82.1% 9,298 8,546 8,260 2,486 73.3%

1,559 2,550 1,073 2,020 1,767 30.7% 969.8 932.3 840.1 259.1 73.3%

802 165 155 138 47.6 71.1% 13.8 13.3 10.8 3.3 76.1%

1,715.6 1,867.0 1,513.3 1,463.4 434.0 76.8% 459.6 425.4 405.2 122.1 73.4%

195.4 121.3 114.4 98.3 52.5 56.7% 5.7 4.6 3.7 0.6 89.4%

参      考�

182.5 151.3 145.0 151.7 133.7 11.6%
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資料編� 社会性報告� 環境報告� はじめに�

2002
2003

静岡エコステージ研究会にて第三者レビュー�
2003
2003

1927 河合小市  河合楽器研究所を創立。�
　　　　　　　　　　　ピアノの製造･販売を開始�

1929 河合楽器製作所と改称�

1935 合名会社河合楽器製作所と改組�

1951 株式会社河合楽器製作所と改組�

1955 河合小市 逝去  河合 滋 社長に就任�

1955 旧版 経営の理念、私どもの主張  制定�

1956 カワイ音楽教室を創設�

1957 木材処理工場として新居工場完成�

1961 ピアノ組立工場として舞阪工場完成�

1963 アメリカにカワイアメリカコーポレーションを設立�

1966 カワイ音楽教室中央講師養成所�
　　　　　　　　　　（現 カワイ音楽学園）を創設�

1967 カワイ体育教室を創設�

1972 あさま山荘事件�

1976 西ドイツにカワイドイチェランドＧmbＨ.を設立�

1979 西ドイツにカワイヨーロッパＧmbＨ.を設立�

1980 金属圧延加工のカワイ精密金属㈱を設立�

1980 グランドピアノ専門工場の竜洋工場及び研究所完成�

1985 梱包､配送業務の㈱カワイ流通サービスを設立�

1988 アメリカにミディミュージックセンターInc.を設立�

1988 アメリカにｶﾜｲｱﾒﾘｶﾏﾆｭﾌｧｸﾁｭｱﾘﾝｸﾞInc.を設立�

1989 河合弘隆 社長に就任  河合滋  会長に専任�

1991 マレーシアにｶﾜｲｱｼﾞｱﾏﾆｭﾌｧｸﾁｭｱﾘﾝｸﾞSDN.BHDを設立�

1996 新 経営の理念、行動指針 制定�

1997 三木の里ＣＣオープン�

1997 カワイ精密金属㈱浜松事業所 ISO9002 認証取得�

2001 インドネシアにPT.カワイインドネシアを設立�

2002 中国に河合貿易(上海)有限公司を設立�
2002 カワイ倫理規範、倫理行動基準　制定�

1975 生産技術部内に公害課設置   カワイの環境元年�

1978 生産本部 環境管理課に改めグループ全体の管理�

1994 地球環境憲章制定  シンボルマーク決まる�
1994 全社的な推審組織の地球環境委員会発足�

1996 環境推進室 に名称変更�

1997 竜洋工場で  ISO14001 認証取得 楽器業界で世界初�

1997 舞阪工場「静岡県労働基準局長 優良賞」受賞�

1998 舞阪工場で  ISO14001 認証取得�

1998 竜洋工場「エネルギー管理優良工場」として�
　　　　　　　　　　　　中部通商産業局長表彰�

1999 メルヘン楽器で ISO14001 認証取得�

2001 三木の里ＣＣで ISO14001 認証取得�

2001 タイプⅢ環境ラベル「製品環境宣言」JEMAI  開示�

2001 舞阪工場「危険物優良事業所」表彰�

2001 浜松環境フェア21へ出展�

2001 東京ビッグサイト エコプロダクツ2001へ出展�

2001 環境報告書2001 発行、環境会計導入�
2002 三木の里「エネルギー管理優良工場」として中部�

     通商産業局長表彰  ゴルフ場として初の快挙�
2002 環境報告書2002 発行�
2002 環境経営学会「環境経営格付」評価�

公害防止の時代�

環境保全の時代�

環境経営の時代�

事　業　沿　革� 環　境　活　動�

焼却炉の廃止�
環境報告書2003発行�

工場統廃合によるインフラの整備�
木屑ボイラーの廃止�

カワイの事業沿革と環境への取組の歴史を�
公害防止の時代、環境保全の時代、環境経営の時代に分け記載しました。�

カワイグループのあゆみ�

第
一
の
創
業�

第
　
　
　
　
二
　
　
　
の
　
　
　
　
創
　
　
　
　
業�

第
　
　
　
　
三
　
　
　
　
の
　
　
　
　
創
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@2KAWAI 環境社会報告書 2004



評価会の様子�

資料編�社会性報告�環境報告�はじめに�

信頼性及び客観性を高めるためテュフラインランドジャパン株式会社により�
環境社会報告書2004の評価を受けました。�

第三者意見�
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�

�

第三者意見を受けて�
「環境省   環境報告の促進方策に関する検討会」で定める第三者レビューの類型のうち、現状のように環境報告書作成基準が未整備
であっても環境保全上の必要性等に照らして、独自の判断で環境報告書及び事業者の環境への取組状況をレビューする「評価･勧告」
タイプを用い第三者として「テュフラインランドジャパン株式会社」の評価を受けました。これらの評価・勧告を真摯に受け止め、
今後の報告書開示に向け努力していきます。�
　なお検討を求められた13項目について、以下のように対応致しました。�

ｇ�

ａ� 3頁の内容に加筆しトップの承認を得て掲載しました。�

ｈ�

ｂ� 次年度以降の報告書作成時にご指摘の概念を盛込みます。�

ｉ�

ｃ� 次年度報告書の社会性報告側面において記載致します。�

ｊ�

ｄ� 地球環境委員会で、討議し明確な結論を得て、その結論を来年の報告書に記載します。�

ｋ�

ｅ�
一部分ではありますが7頁の環境経営/次年度目標に加筆致しました。�
　　　　　（グリーン調達基準の適用については11頁の製品･サービスにおける環境配慮に記載していました。）�

ｌ�

ｆ�

ｍ�

次年度報告書から環境負荷サイト別一覧の項目に加え記載します。�
15頁の環境負荷低減活動/廃棄物削減と再資源化の項目に加筆致しました。�
8頁2003年度の事故等の項目に補遺として2001,2002年度も無かったことを加筆しました。�
次年度報告書から記載します。�

11頁にアコーステックピアノに対する取組を追加し鉛からの代替理由を記載しました。�
13頁等に1990年は参考年、2000年が基準年である旨加筆しました。�

枠組みの問題もあり、本報告書では項目の一部ではありますが継続的に記載し対応しました。�
次年度以降の報告書において社会性報告の内容を充実させます。これらご指摘の項目を参考にさせて頂きます。�

項目� 「改善のための意見」への対応方法�

テュフ ラインランド�

資料編� 社会性報告� 環境報告� はじめに�

ドイツケルンに本社を置く国際的な認証機関。世界40カ国以上に渡る�
各拠点には7,000名の専門家や監査員がおり、ヨーロッパの産業革命以�
降、130年間に培われた伝統と実績で、環境・品質、自動車・運輸、製�
品安全などの分野で、各種の認証や検査を通じて、産業の発展に貢献�
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資料編�社会性報告�環境報告�はじめに�

2003年版報告書 3,000部発行に対し81件の回答をいただきました。�

アンケート結果� 2003年版に対するご意見と2004年版での対応�

　3,000部の発行に対し81件の回答をいただきました。今回は従業員の�
皆さんや学生さんに多大なるご協力をいただき、例年にない回収率でした。�

Ｑ どのような立場でお読みになりましたか？�

各社さんにおいても同じでしょうがアンケートの回収はなか�

なか困難でした。ステークホルダーの皆様の貴重なご意見や�

感想をもっといただけるよう努力します。�

Ｑ 興味をもたれた記事、印象に残った項目は？�

1位� 事業活動に伴う環境影響収支�

2位� 2002年度の環境目標と実績�

3位� 環境負荷低減活動�

特に� 容器包装リサイクル�

地球温暖化対策�

4位� お客様との関係�

5位� グリーン調達､LCA評価�

5位� カワイグループのあゆみ�

7位� 環境コミュニケーション�

環境保護活動への参加�

「表紙がきれい」印象に残ったというのも17件ありました。�

　2004年版においても皆様の興味をもたれた記事、印象に残った項目�
を2003年版以上にわかりやすく、読みやすくなるように図、写真、イ�
ラストを多用致しました。また、昨年度の第三者意見を参考に取り入�
れ項目を増加しました。�

加入団体において環境等の役務を担っているもの�

静岡県環境保全協会、浜松市環境保全協議会、日本作業環境�

測定協会、静岡県産業廃棄物協会、全国楽器協会、全国楽器�

製造協会、静岡県楽器製造協会、静岡県産業環境センター、�

音楽電子事業協会、エコデザインラボ浜松、 など�

投資家 ･株主として� 0

政府 ･行政機関� 1

企業の環境担当者� 2

事業所近隣の方� 0

河合楽器と取引関係にある� 2

環境NGO・NPOとして� 0

学生� 50

カワイグループの従業員･家族� 24

製品のユーザー� 0

報道機関� 0

環境専門家 ･教育者 ･研究者� 2

その他� 0

計� 81

2003年版のアンケート結果�

◎環境報告書の発行部数を開示して欲しい。�

♪2003年版は日本語版を3,000部発行しました。2004年版も初�

　版で3,000部を発行します。�

�

◎アンケート回答の件数を開示して欲しい。�

♪2004年版ではアンケート結果を記載致しました。  �

�

�

�

�

�

◎改善の具体的事例についてもっと紹介してほしい。具体的�

　方法や採用した手法や技術、現場の努力が分かるように表�

　現すればステークホルダーに理解してもらえると思う。�

♪貴重なご意見ありがとうございました。ご趣旨に沿うべく今回�

　の報告書ではそれなりの工夫を盛込みましたが、まだまだ足り�

　ないと感じています。今後もより向上を目指します。�

�

◎弊社もISO14001取得に向けて活動しています。参考にさせ�

　て頂きます。�

�

◎図、写真が多くて読みやすい細部に亘ってデータ採りがさ�

　れていた。�

�

◎環境改善を推進することは大切な事だと感じた。継続する�

　ことが必要で身近なところから参加したい。�

�

◎海外会社の状況についても記載すべきである。�

�

◎環境方針を具体的に実現している状況を報告することが重�

　要と思われます。�

♪16頁にサイトでの取組例を記載し、環境方針に基づいた活動の�

　状況を紹介いたしました。�

�

◎研究･開発･設計段階からリサイクル･･････の項目の具体的な�

　内容等が見えません。�

♪2004年版では11･12頁で研究･開発･設計段階、製造･販売段階、�

　輸送･使用･廃棄段階と各ステップ別に製品･サービスにおける�

　環境配慮をまとめ報告するように変更いたしました。�

�

◎貴社の遵法に対する取組が見えません。�

♪9頁に当社に関する主な環境法規制への対応状況を一覧にしました。�
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ご協力ありがとうございました。差し支えなければ下欄をご記入下さい。�
 （ 個人情報に関しましては、ご本人の承諾がない限り第三者に開示することは一切ございません）�

ふりがな�

お名前� 男 ･女� 年齢� 歳�

ご住所� 〒�  －�

 （ 勤務先 ･ご自宅 ）�

ご連絡先� TEL FAX

E-mail

〒430-8665　浜松市寺島町200番地　株式会社  河合楽器製作所  生産統括部  環境推進室  行�

ご職業�

（勤務先 ･部署 ･役職名）�

F A X  0 5 3 - 4 5 7 - 1 2 5 0

Q1 環境社会報告書をどのようなお立場でお読みになられましたか？�

最後までお読みいただきありがとうございました。今後の参考とさせて頂きますので、�
下記アンケートにお答えいただき、このページをFAXまたは、郵送して頂ければ幸いです。�

Q2 環境社会報告書を何でお知りになりましたか？�

Q3 この環境社会報告書をお読みになってどのようにお感じになりましたか？�

Q4 興味をもたれた記事、印象に残った項目は？（いくつでも）�

Q5 環境社会報告書の内容についてのご意見や、改善するためのご提言をいただければ幸いです。�

カワイ  環境社会報告書2004 へのご意見･ご感想�

□　投資家 ･株主として�
□　政府 ･行政機関�
□　企業の環境担当者�
□　事業所近隣の方�

□　河合楽器と取引関係にある�
□　環境NGO ･NPOとして�
□　学生�
□　カワイグループの従業員･家族�

□　製品のユーザー�
□　報道機関�
□　環境専門家 ･教育者 ･研究者�
□　その他（                                      ）�

□　ホームページ  ( 当社･当社以外 )�
□　新聞･雑誌�

□　当社からの送付�
□　営業マン ･教室 ･先生から�

□　環境セミナー等で�
□　その他（                                      ）�

・報告書のわかりやすさは�

・内容�

・情報量�

□　よくわかる�
□　充実�
□　多すぎる�

□　普通�
□　普通�
□　適切   

□　わかりにくい�
□　物足りない�
□　不足である�

□　表紙�
◎はじめに�

□　カワイの事業と会社の概況�
□　編集方針/目次/活動の概要�
□　社長コミットメント/経営の理念�
□　経営計画/コーポレートガバナンス�
□　コンプライアンスの推進�
�

◎環境報告�

□　カワイの環境への取組�
□　環境経営�
 □　2003年度の環境目標と実績�
 □　環境マネジメントシステム�
 □　法規制の遵守･環境教育�
 □　環境会計�

□　製品サービスにおける環境配慮�
□　研究･開発･設計  段階�
 □　ＬＣＡ�
 □　グリーン調達�
□　製造･販売  段階�
 □　環境汚染物質への配慮�
 □　化学物質への適正管理�
 □　ＰＣＢ廃棄物の保管�
□　輸送･使用･廃棄  段階�
 □　リサイクル･リユース�
 □　容器包装リサイクル法�
□　環境パフォーマンス�
 □　環境影響収支�
 □　環境負荷低減活動�
 □　サイトでの取組例�

◎社会性報告�

□　従業員との関係�
□　お客様との関係�
□　環境コミュニケーション�
 □　情報発信�
 □　地域活動への参画�
�

◎資料編�

□　環境負荷サイト別一覧�
□　カワイグループのあゆみ�
□　第三者意見書�
□　2003年版アンケート結果�

該当する項目に     印をお付けください。�ν�
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●お問合せ先�
　河合楽器 地球環境委員会�
　　　生産統括部 環境推進室�
　〒430-8665 静岡県浜松市寺島町200番地�
　TEL  053-457-1251 　FAX  053-457-1250�
　MAIL：kankyo@kawai.co.jp

2004.11発行�

本環境社会報告書の用紙は、古紙配合率100％の再生紙で、白色度は
80％。漂白のための塩素は使用せず、表面塗工および特殊コーティング
も施していません。また、印刷インクには、「大豆油インク」を使用すること
により石油系溶剤の使用量を減らし、VOC（揮発性有機化合物）が少
なく、鉛・水銀・カドミウムなどの重金属類は使用していません。�

http://www.kawai.co.jp/


